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住宅市街地の整備の方向について
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「住宅市街地の整備の方向」について

第５次東京都住宅マスタープラン 2011-2020 （平成24年3月）

第4章 住宅市街地の整備の方向

第１節 基本的な考え方

第2節 ゾーン別の整備の方向

（1）センター・コア再生ゾーン

（2）東京湾ウォーターフロント

活性化ゾーン

（3）都市環境再生ゾーン

（4）核都市広域連携ゾーン

（5）自然環境保全・活用ゾーン

第3節 重点供給地域の指定

第６次（現行）東京都住宅マスタープラン 2016-2025 （平成29年3月）

第4章 住宅市街地の整備の方向

第１節 住宅・住宅市街地の状況

第2節 基本的な考え方

第3節 重点供給地域の指定と

今後の取組

東京の都市づくりビジョン（改定）
（平成21年7月）

第５次東京都住宅マスタープラン
（平成24年3月）

第６次東京都住宅マスタープラン
（平成29年3月）

ゾーン設定
の考え方と
ゾーン別方
向性

都市づくりのグランドデザイン
（平成29年9月）

地域区分
設定の考え
方と区分別
の方向性

◇東京都住宅基本条例に基づき、東京都住宅マスタープランに定めるものとされている。
◇都市づくりに係る計画・方針を踏まえ、広域的な地域区分ごとにその特性に応じた施策の展開を示
している。
◇また、計画や整備手法の網がかかっている個別の地区を「重点供給地域（特定促進地区）」に指定
◇住マスにおいて、「地域別の施策展開」を示すという役割を担っている。

×

新たな
東京都住宅マスタープラン

住マス策定時、グランドデザイン

が未策定であったため。

地域区分設定の
考え方と区分別
の方向性
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第６次（現行）
東京都住宅マスタープラン

第4章の抜粋
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現行住宅マスタープランにおける方向性

7

◇現行住マス第4章第3節「重点供給地域の指定と今後の取組」において示された、立地に応じたメリ
ハリのある施策展開への移行に向けた手順は以下の通り。

都市づくりのグランドデザイン策定２

都が立地に応じた施策の重点化の必要性を区市町村に十分に周知
及び

地域設定の基本的な考え方等を区市町村に提示
３

区市町村がまちづくりの方針等に住宅・住宅市街地の更新・再生等を
重点的に図るべき地域を位置付け

４

重点供給地域を見直し、区市町村が設定した地域について、都が重点的
に支援を講じる地域として位置付け

５

立地に応じた住宅・住宅市街地の誘導を図る６

５次マスで示した従来のゾーン別の整備の方向に即して、
計画期間中に、住宅の供給等に関する制度の活用や

事業の実施が見込まれる地域を重点供給地域として指定
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第５次
東京都住宅マスタープラン

第4章の抜粋
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